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令和４年度県立名古屋聾学校の学科改編について

このことについて、別紙資料に基づき報告します。
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令和４年度県立名古屋聾学校の学科改編について

１ 特別支援学校の専門学科

特別支援学校の高等部の学科は、学校教育法第７３条の規定に基づき、「 特別支援学

校の高等部の学科を定める省令」 において、「 高等部の学科は、普通教育を主とする学

科及び専門教育を主とする学科（ 以下、「 専門学科」 ） 」 と定められています。

なお、高等部を有する聾学校は県内に４校ありますが、名古屋聾学校以外の３校（ 豊

橋聾、一宮聾、岡崎聾） は、昭和５７年度に普通科を新設した際に専門学科を募集停止し

たことから、現在、専門学科を有する聾学校は名古屋聾学校のみとなっています。

また、この３校は、本科の専門学科の募集停止に伴い、その後順次、専攻科の同専門

学科を募集停止したため、専攻科を有する聾学校も名古屋聾学校のみとなっています。

※ 専攻科は、主に資格取得を目的として、本科を卒業後さらに2年又は3年間学ぶための課程

であり、名古屋聾学校(修業年限2年)の他、盲学校2校(修業年限3年)に設置しています。

２ 名古屋聾学校高等部の現状と課題及び今後の方向性

【 生徒数、学級数】 令和3年5月1日現在

学科名

高等部(本科) 高等部(専攻科)

合計

令和3年度

募集定員通常学級 重複障害学級
計

通常学級

1年 2年 3年 1年 2年 3年 1年 2年 計 本科 専攻科

普通科
生徒数 2 3 1 5 2 13 3 3 16人 約8人 約

8人学級数 1 1 2 1 5 1 1 6学級 3人

専

門

学

科

被服科
生徒数 1 2 3 2 2 5人 約

8人

約

8人学級数 1 1 1 1 2学級

産業

工芸科

生徒数 2 8 10 4 9 13 23人 約

8人

約

8人学級数 1 1 2 1 1 2 4学級

機械科
生徒数 1 5 6 12 2 2 14人 約

8人

約

8人学級数 1 1 1 3 1 1 4学級

合計
生徒数 4 9 17 1 5 2 38 11 9 20 58人 約

35人

約

32人学級数 3 2 2 1 2 1 11 4 1 5 16学級

※ 高等部の学級編制基準は、通常学級は8人（ ただし、隣り合う学年の生徒数の合計が5人以

下の場合は複式編制） 、重複障害学級(複数の障害を併せ有する者)は3人。

※ 令和4年度の募集定員は、教育相談の結果を踏まえて、今後定める。

● 生徒・ 保護者のニーズの変化及び学校現場からの声 → 魅力ある学校づく り

● 卒業後の進路と設置学科・ 学習内容のずれ → 進路選択の幅の拡大

● 産業界のニーズの変化 → 幅広い履修内容への見直し、資格取得の拡大

※
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３ 学科改編の内容

愛知県教育委員会では、グローバル化、デジタル化の進展に伴う産業界のニーズの変

化を踏まえ、県立高等学校において学科改編を行っています。名古屋聾学校においても

教育内容の改善を図ることで、生徒・ 保護者及び就労先のニーズに応える魅力ある学校

となるよう学科を変更することとします。

現 行 新（ 令和４年度募集から）

本 科

普 通 科

本 科

普 通 科

被 服 科 生活デザイン科

産業工芸科 インテリア科

機 械 科 機械制御科

専攻科

普 通 科

専攻科

情報ビジネス科

被 服 科 生活デザイン科

産業工芸科 インテリア科

機 械 科 機械制御科

【 学科改編の詳細】

「 生活デザイン科」 （ 本科・ 専攻科）

○ 現行の「 被服科」 における縫製中心の学習内容から、食品、ビジネスマナー、

メイク、着付け等、生活全般に学習内容を拡大

○ 専攻科では、ウエディングプランナーの資格取得に向けたカリキュラムを新設

「 インテリア科」 （ 本科・ 専攻科）

○ 現行の「 産業工芸科」 における木材加工中心の学習内容から、デザインの内容

を追加し、学習内容を拡大

○ 共同学習を行っている名古屋市立工芸高校のインテリア科と学科名や学習内容

を合わせることで、更なる共同学習の推進

「 機械制御科」 （ 本科・ 専攻科）

○ 現行の「 機械科」 における金属加工中心の学習内容から、電子制御の教科・ 科

目を追加し、学習内容を拡大

○ 連携教育を行っている愛知総合工科高校の機械制御科と学科名や教育課程をそ

ろえることで、定期的に実施している共同学習を充実

「 情報ビジネス科」 （ 専攻科）

○ 現行は「 普通科」 としているが、従来から実施している商業、ビジネス、情報

を中心とした履修内容に即した学科名に変更


